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高純度オゾンガスによる口姉疫ウイルスの消毒効果試験
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約要

口‖掟ウイルス (FMDV)お よび豚水地方ウイルス GvDV)を 広さおよび‖との異なる2つの動物女妖室内に置き!

オプンガスを映射して,そ の油ル幼米をPJべた そ の 1ヽ呆オブンガスは大阪に川いたウイルスのたiに より効果が其な

るが,オ ブン濃「_jが4111g/7を通えると用いた2祉類のウイルスに初米を示した FMDVは オブンガスで完全に不iキ化

されたが,SVDVは 不汚化されるもののウイルスが少ユ武存した こ れらの結果からオブンガスはFMDVの 消手に利

用できることがllらかとなった オ ブンイスは安全でll限効堤もあり,ホ ルマリンに変わり■月できる拠終消キ刑とし

て化Лlできると思われる 一 ―キーヮード!媒ネお町",FMDViオ ブンガス
ーーーーーーーーー  ー ーーーーーーーーーー    ー ーーーーーーーーーーーーー日跳会詰 61,157～ 161(2008)

口姉凄 (FMD)年 の工要伝楽病発上い,感央動物お

よびは受性動4」をすべて殺処分した後,徹底的に孫令を

消とする必要がある 動 物今の前イオ方法としてi lJ物今

合体のЩ羅消キでもかなりの消Ⅲ"米 は望めるが,‖ヤ号

葉力申dかない場所や電気ネ拡を保設するために対手楽い

字が行えない場合がある こ のような場合に迎■用いら

れている方法がホルマリンlTt本による消■である[1-3]

家吉をオールアウトした後,清掃消ルを行いネルマリン

ほ本を行えばI」物合の消"は ほほ宅合に行えるとされて

いる [13]に かにこの方法による消市は大変有効で,

しかも家市の英尿や飼ドをなしたままのIIJ r」合を lFFホ

ルマリンlTなし、そのほ動物合の市昴を行ってお、たたび

消Ⅲ作業を行うという方法も可能である [1]こ のよう

にrJ物合のlf本消予といえばホルマリンガスによる消キ

が一般的なものとして,通常現場では行われているが,

ホルマリンによるlTlttl tうにはF9胆点がある ホ ルマリ

ンガスのll Ⅲ初楽は白いが!非市にないⅢ」rt史があり

また人やIl物のはや呼1吹朴年に時=を ,える [lJ そし

て米国の報告によれば,ホ ルマリンは発ガンUIがあるの

で使用法が抑1かに決められて、14用も伍柿に仙限されて

いる [4]わ が国では,ホ ルマリンの■河に関して加ll

はあるもののェFlt場ではあまり気にせずに使 llされてい

る場合もあるようである 本 来は使lllにあたって必す ll

方マスクをお川する守気をつけなければならない この

ような状況からネルマリンガスによる消"つ 行`われてい

たわが川の医折rlL場では,ホ ルマリンlFlとを全両中止し

ようとするIlきがはんになってきており,ド 際的にはホ

ルマリン消市は将来多くのにで正式には行われなくなる

だろうといわれている [1]こ のような,lr況において,

ホルマリンガスによるほネ消うに1にわりうるものとして

考えられるのが,オ ブンガスによる動物合の消工であ

る オ ブンガスによる消方については, lJ来を示すとい

うllV告があるがホルマリン府本に1ヒベると効果が低いこ

とや,ll卯 器の消キにlHl用した場合に府化率が低下する

とのキ,4「があり B)5]あ まリー般的には使用されてい

ない そ こで、オブンガスほなの消所効米を破証するた

め,空 業のtlL入がない高ヤじ度オブンガスにより動物実岐

室にすいた,イ ルス材料に対して, どの程度幼米を示す

のか実阪を行ったので報告する

材 料 お よ び 方 法

ウイルス :今回実吸に川いたウイルスは,FMDウ イ

ルス (FMDV)Asi江 l W Shalllir l■[6]お よび)消 予共

年に対して強い抵うt性を示す折夕ヽ満満l~体の恢水」せ病ウ

イルス (SVDW)Jl Fl[7]で ある 両 ウイルスは必町

F“来対‖砲lt SK―L17]で 柳代されたものを川いた

オゾンガス噴射試験 :オブンガス発生装ドは全芸の洸

入がない高“し度オブンガスを1【声放電により発'さ せる

i述 格責任者 i白'卜,資 (末京世¬:大学大学生慢学部獣医学ドは医伝舛抗キ ↓ヽ"J

予183-8509 1付 キ1丁十日!3-58  を  FAX 042-367-5780 E ma■ ijshiraittcc tuat ac ip
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高純旺オプンガスによる日Fr長ツイルスの消岳勅民試駐

動物室 1

-291・ ―

動物室2   1  前 室

4印

|
|

~`~~十
__465m― 一 ~~十

~~

詩

計
称

曳
峰

↓

品
‰

図1 実験に使用した動4L実破三の外形

動物室1は長さ29m奥 行き4daで高き27mで あ

る 動 物室2は桂を隅て消Ⅲ室があリト長さは前室をを

め4 65nI奥行さ4mで 高さ2 7nlである

装置 (ネイチャーズオブンガスシステムNGSN1005)ネ

イチャーズ帥,東 京)を 用いて,広 さおよび構造の呆な

る2タ イプの動物実際室で実際を行った (図1)オ ブン

ガスは電極間に高電圧を加えて放電すれば,こ の空間に

流入した酸索分子は4tt素とオブンの混合ガスとして波出

される原理を利用し】火花を出すスパ
ーク放電に比べて

放電音を出さない年声放電により生成された [8]動 物

室 1は床の長さが29n X4nな ので116m2の 広さがあ

りⅢ高さが27mで あるから部屋の容積は3132m｀ であ

る 動 物室2は 作業準備のための前皇が壁で打:切られ,

扉により蝶がっている こ の動物室は前室を含め床の面

積が465m X 4n‐ 186ポ で,容 積は高さが27mで あ

るので50 22mSで ある オ プンガスのllH射時間はrl物室

1で 4時 間,8時 間および10時 間の3段 ruLに設定し!そ

れぞれの噴射時間に対し,オ ゾンの分l17時FE5を4時 間,

4時間および3時間に設定して実験を行った Fj物 室2

ではオブンガス噴射時阿を5時間,9時 間および11時間

の3段階に設定し、それぞれの噴射時間に対しⅢオブン

の分rl■時間を4時 間!4時 間および3時間に設定して実

験を行った オ ゾンの分ltFは室内のオブンガスを発生装

置が25m3/111in吸引し,オ ブンを分r17するrl_煤の入っ

た筒を迪過させオブンを含まない空気に巳強させること

で行つた 者 室ではオブンガスが部屋全体に行き渡るよ

うに、扇瓜機を置いて緩やかに空気を増件した 動 物室

の温度は約20℃ に設定し,実 欧オゾン世度は紫外紋吸

光式オゾン泄度言卜により冊↓定した 動 物実阪室では,高

純度オブンガス発生装置のオプンガス噴射を,ス イッチ

を入れた後1時間後に噴劇するように設定し,実 験従事

者がオブンを吸入しないようにすべての実陵において安

全に行われた

ウイルスヘのオブンガス感作試験 :名ウイルス材||は

減西源lRを入れた直l15cmの シャーレに,ウ イルス江

を注入して行つた ウ イルス渡量のオブンガス消手に及

ぼす影響を訓べる試残は075,10,15お よび20n′の

コント上 中 上 中 上 中 コント上 中
ロール               コ ール

試験ウイルスllw主

田2 ウ イルス試卜|の正堂の追いによるオブンガス消Ⅲ幼

呆のを

豚水地病ウイルス (SVDV)の正量をEコ075m′!

匡□10m′,日□1 5rn′,■■2 0Hl,とし 動物室1の

天丼ll近 (上)お よび作業■上 (中)に 置いて試欧を

行った

SVDVを 加え、動物二 1においてオブンガスを9時 間噴

射し行った そ 動物実峡室における水試欧では卜適量試

疎の結果をもとに,動 物到 ではFMDV 10m′ ,SVDV

98111′を用 い , 動 物 室 2で は FMDV 09m′ , SVDV

075m′ を用いた F物 量 1で はウイルスを人れたシヤ
ー

レを天丼付近 (上),作 業台上 (Ⅲ)お よび床価 (下)

の3 Jiに, シャーレのまを■開きにして置いた 動 物室

2で はウイルスを入れたシャーレを動物室の作業台 L

(中)お よび床面 (下),そ して前室の作業合上 (中)お

よび床面 (下)に , シャーレの葦を半開きにしてTLい

た コ ントロールは同様に減菌源紙を入れた直在5cm

のシヤーレに試験区城とlmlれのウイルスニを加え,実 吸

ヨ内に試城区城のll非|と同時間,シ ャーレのまを■開き

にしてドいた

残存ウイルスの感染価/Rl定:オ ブンガスrLV作終了後

は,そ れそれのシ十一レにIE耐清の培地 (MEM)を 入

れてRく 強拌し!10倍 階段舟取を行って,SK― L細 悔に

接祉し,YLE培 地に086%案 天 (BACTO ttar)を 三

層し,接 社後2日 日に,10タ メタノール,7%ホ ルマリ

ンを合む025%ク リスタルバイオレットで来色して,

形成されたプラックを算定し残存ウイルスのほ楽価を測

定した

成     績

ウイルスの波主がオブンガス効果試吸に及ぼす影響を

調べた結果、SVDVが 15～ 20n′ではオブシガスの影

響をほとんど受けす殺ウイルス効果は認められなかっ

た し かしⅢウイルス宣が10m′および0 75mrの時は,

オブンガスが幼呆を示し!特 に075m′では材料の配置

場所による弟はあるものの明1康な功米を融めた (図2)

動物と 1はウイルス試llが乾lTBしやすく,FMDVは

日は会誌 61 157-161 ● 008)
-158-



白)卜淳資 松 村米治 紙 原信子

合
軒
ま
コ
阜
巾き
拘
吐
や
ミ
ギ
ふ
甲
社
ｏ

合
評
≡
評
』
町
智
功
吐
や
ミ
ヽ２
小
口
社
０

合
Ｆ

島
乱
的
印ｏれ
珂
輝
さや

Ａｕ
Ｌ
。コン ト 上

コール

「ト

(228「Dmsr/rl噴'時 間4時 間■分Fr時間4時 間

ヨント 中 下  消Ⅲ車 前主コント室3室 3前 室 前室
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ウイルス材十の配置
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ウイルス材本|の配置

噴川時間8時間十分好時周4時間 (4 36naすⅢ

田3 動 物室1(3132mせ)に おけるオプンガス試就

園日SVDV 0 8mrおよ倒=コ FMDV 1 01n′を動物室

のス井n近 (上),作 ☆台上 (中)お よび床面 (下)

に配冊し,オ ゾンガス噴場H‖i問力`4い問の場合と8も

間の場合で,残千ウイルス量を‖!定し効果を前べた

乾燥するとそれだけで感染価が落ちてしまうので,オ ブ

ンガス墳射前に動物室床面に水をまいて実践を行った

動物室内のオゾン濃度を均一にするため,扇 風機により

オゾンガス噴射中部P‐の空気をお拌した 結 果は図3に

示すように,オ ブンガス噴射時間4時間ではSVDVに 対

してほとんど効果を示さず,FMDVで は効果を示すも

のの,完全に殺減するには三らなかった この条件での

rJ物室のオブン濃度は最大2 285mg/′を示した オ ブ

ンガス噴,す時阿を8時間に設定した場合は実欣に用いた

両ウイルスで明lrな効果を示した この時の動物室のオ

ブンrt度は最大4 36mg/′を示した 結 果を示していな

いが,オ ブンガス噴均抑時間を10時間に設定した場合も

効果は8時間と変わりなかったが,こ の条件での動17J室

のオブン泄度は最大4 775ng/′と高い値を示した

動物室2は壁を附てて,1主があるので、前三と動f」室

の道格Prを開波し,動物ヨから前室に向かって扇風機で

オブンガスを送り込んで両室でのオブン泄度をできるだ

け均一にした 実験結果は図1に示すように,噴射時間

コント中 下  前 室 前室ヨント 中  ド  前 室 前章
コール     中  下 ロール     中  下

ウイルスll村の配に

噴均」時間9時関十分Flll手間4時 阿 (4035mゴD

図1 動 物室2(50 22mJ)に おけるオプンガスllrk取

ロロSVDV 075m′ および「¬ FMDV 09m′ を動物

室および前量の作業台上 (中)お よび床両 (下)に 酉じ

置しィ オ ブンガス噴射時間が5時出の場合と9時 間の

場合です成千ウイルス量を測定し効果を調べた

5い 間では,S V D Vで はほ とん ど効果が認め られず ,

F M D Vで は多少効果が記められるものの,前 室の床面

に信いた試料では効約 討云とんど無かった こ の条件で

の動物生のオブン濃度は最大 2 5 7 m g /′であつた と こ

ろがオブンガスの「El射時間を9時 間に設定 した場合は

SVDVで もかなりの効果が記められ,FMDVで は設置

したすべての場所の試|「で完全に殺減が認められた こ

の条件での動物室のオブン泄度は最大4 035mg/rを示

した オ ブンガスの噴射時PHを11時間と長めに設定し

た条件効果では,9崎 田噴射の結果と幼栄は変わらなか

ったが、動物室のオブン泄度は最大4 421Eg/′を示して

いた 以 上の結果より、オブン洪成が約41Eg/′を超え

ればSVDVの ような抵抗性の強いウイルスでも殺武する

ことが可ttであることがHHらかとなった

考     察

オブン (0,1ま人気中には0 005mg/′存在し,晴 天

の海岸 (003～ 0 06mg/か や森ll(005～ 01mg/7)

ヨント に  中
ロ ー ル

下  コ ン ト 上   中   下
ロール

- 159- 日は会詰 6Ⅲ  157～ 161● 008)



高和L忙オプンガスによる|

ではその泄度が高い オ ブンは布用であるといJ時にⅢ提

度では■1■を示し,人 岡は1-2ng/′ で頭姉や発咳年の

1呼吸器症状を示し15～ 10mg/7で は脈Ⅲiす曽加L体 病お

よびh砕 症状が顕れ,50mg/′ を超えると1け 」で死亡

するといわれている こ の予性はオブンのホつ功iい破化

力によるもので,こ の511い確化カカ新々 西力,殺 ウイルス

作F,として切くのである [s]こ のようなことからオブ

ンによる41tウ イルスに対する‖イ=試 耽が行われてお

り,各 位打冊菌に対する/1J米はもちろんのこと [9],人先

技不合ウイルス [10],狭 および人のロタウイルス

[11]、 ノ ロウイルス [12]!ポ リオウイルスおよびA型

周F炎ウイルス [13,14],ベ ネズエラ十1帆炎ウイルス

[15]ェ アデノウイルスおよび犯iカリシウイルス [16],

およびインフルエンザウイルス [17]年 に劫米を示すこ

とが報iさ れている し かし,FMDVに 対する効果試

耽は行われておらず,ま たを実取とも実取章内の試欧が

主となっていて!今 回のようなTJ物英峡とに実峰オブン

ガスを噴対するような,実 用的な消キ試挨は行わ'■てい

ない そ して各女欧におけるオブンの有効渋度は実吸ご

とに大きくことなっており [10-17]!実際どれくらい噴

均Jすれば,殺 ウイルス効果を示し消号が行えるのか'1ら

かにされていない 今 いの実耽では,容 THおよ倒Ⅲ道の

呆なる2つの動物実販室において,オ ブンガスの噴射け

間を変えて実欧を行い、各Щ均Jけ」における最高オブン

泄度を測定した そ のlj米)n lJ物室1(31 32ml)で は

オブンガスの噴劇時間を8時 Wに設定したとき!大 "t付

近)作 業台上,床 lIIに『いた“ウイルスサンブルに対し

叫略な般ウイルス効共を示し|こ の申の抑すEの 最高オブ

ン泄度は136111g/′であつた IIJ物=2(50 22nⅢ では

オブンガスの噴lllいmを 9い rlに設定したときi ll物生

およびii室の作業命上およcll F面にはいた各ウイルスサ

ンプルに対し「ll晴な社ウイルス劫米を示し!こ のけの部

屋の最高オブン濃度は4 035mg/′であつた こ のオブ

ン胆度はボリオウイルスおよびコクサッキーウイルスを

川いた実吸結果 [い]の 有効濃度4 81mg/′に近く,今

回FMDVの ■l〕1ウイルスとして川いた消"業 や汎F7rに

対して抵抗性の強いSS/1Vは ,ポ リオウイルスやコクサ

ッキーウイルスと同じ刊F「lにヽ するのです本実阪の結米

と同llの実碗結果となったと思われ 本 実敗の有効泄度

は正しいものと1に察される ま た別に行ったオブン水の

そ在ウイルスに対する効果を調べる実吸で,オ ブン水の

FMDVに 対する右AIJオブン泄度はlmg/イ以 Lで SVDV

を先合に″じ減させる有効世Eは 4mg/′以上というTL米

が得られており!有 効濃度が本質峡椅スとほほ一致して

いる 実 欧結果は示さなかったが】動物年1で 101けlli

rlJヨ″室2で Jl時FFlオブンガスを|いうⅢした結米は,Sけ 門

および9時 阿を噴射した結果とさほど変わりはなかっ

た こ のことから!有 効オブン濃度を超えれば,オ ブン

1町渡ウイルスの消"幼 共試販

ガス噴州時mを 長くしても殺ウイルス幼H4にはさほど違

いはないものと考えられた 今 恒の生既において統1処

理を行い オ ブンガスが行意に効果を示したか校P」を行

っていないが,各 実政は2回 行い結果をFl認してお り、

また広さおよひH市道の早なるこつの部とにおいてサンブ

ルを4部 屋3～ 4カ所に設置し実政を行い同‖の結米が

得られているので,本 試成の結果は正当なものと考えら

れる ま た各坊所にドいたサンプルに対するオブンガス

の前章切共にばらつきがみられる"Ⅲ としては、試‖を

置く場所のⅢを取Eに より試料中の湿Eが 変わることがト

結果に大きく影押するのではないかと思われる 党 吸場

1方の各郁位におけるオゾン泄度をきめ抑かく計対1できれ

ば,場 所によるオブシ棋度の形判4がィL奈できたのであろ

うが,気 体のオブン泄度を計‖Ⅲするのは州tしく,坊 所に

よるl‐・度のばらつきを示すのは不可忙であった

このように高打↓度オブンガスは"iい殺ウイルス劫米を

示し,残 留はなく安全です航央効来もあり動物舎の消モ

には型社(的な術生対策手段であると思われる た だし!

今い実欧にltナはした動物実取=は 密lfl度が高かったの

で,あ まり密閉度が高くない動物合寺で代),するとオブ

ン世ltが上がらず効果がqめ ないことも考えられる オ

ブンガスはホルマリンガスに!ヒベ効果が,Sいこと [2,3]

が冊告されているので,本 ルマリンlT本と同FFの使用

法,た とえば動物合内にJR も のを成したままや 清 掃

せずに行うと効果が],くなると思われる 実 サ残で示した

ようにウイルスltがお祇に1児おしきれないたiの 場合幼

栞がほとんどなかった (図2)こ のことは通
/‐の気Fで

はlFl作Ⅲに気llsのオブンガスが淋け込わずに/AIJスがみら

れないと考えられ 水 分合iの 多いウイルスJJ本では、

オブンガスが効米を示さないものと思われる そ のため

道市の■川に際しては炎fl中の病「体には効果を示さな

いと考えられるのでlTせが必要である オ ブンガスはホ

ルマリンガスと同じ効果を示すことはないので,使 用に

あたってはオブンガスができるだけ幼共を発fHするよう

に,動 物合の年閉度を1 くヽし,清 掃を行って使用するこ

とが必要であると考えらitた

[lJ

[2]

[3]

[1コ

[5]
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